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特に参考になった内容は何ですか？  
●手術前手洗いについて 

●洗浄方法 

●当院でも、ヨードアレルギー患者の消毒洗眼について、0.02％ステリクロンをしようしています

が、0.02％では結膜嚢には問題ないが、皮膚には濃度が薄すぎるという議論がでていたとこ

ろなので、再度検討が必要だと思いました。あと、小野先生の洗浄の話もとても興味があり、

当院も洗浄後のたんぱく残量を測定しているので、その指標が参考になりました。 

●消毒レベル別の消毒方法、各施設との質疑応答 

●5つのタイミングをより具体的に示して頂いた事 

●慣例的に行われている業務内容について、感染対策を考慮したリスクの無い方法への改善 

●基本的な消毒滅菌工程を再認識したこと 受水器の洗浄方法（当院は滅菌まで実施している

ので参考になった） 手洗いの方法を統一ではなく、２種類で選択制で実施していること 

マニキュアで感染源となること 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



今後行って欲しいセミナーや意見交換会のテーマなどがあれば教えて下さい。例）

スタッフ教育について、周術期看護について、認知症患者さんの指導など 

●アレルギーについて（抗生剤・消毒剤・果物・手袋・点眼など） 

●スタッフ教育について 

●周術期看護について 

●接遇やコミュニケーション研修などスタッフ育成など実施している 

 

そのほか今回の眼科診療における感染対策（眼科手術における医療機器の洗浄、

消毒、滅菌について）に関するテーマも含め、ご質問、ご意見などあれば以下にお

願いいたします 
 

●厚生労働省が 2030年医療の DX化に向けていろいろと取り組んでいます。 特に医療連携

についてデジタルで設備を整えようとしています。 カルテ開示や閲覧について眼科病院連携は

どの辺りまで進んでいるのか全国の皆様に聞いてみたいです。 病院とクリニック、また病院クリ

ニックと地域包括や訪問看護、訪問診療など他科や他施設との連携は現在どのようにしてい

て、今後どうなっていくのか、眼科医療連携の DX 化、今後の展開について教えて下さい。  

 

●洗眼に受水器ではなく吸水パッドを使用しています。仰臥位で洗顔することが多いため顔の

側面にテープで吸水パッドを貼り付けそのまま洗顔します。50ml ほど使用しても漏れることは

ありません。座位で洗顔する場合は同様に眼下に吸水パッドを貼り付けて行います。そのまま

パッドは破棄できるため器械を洗浄する必要がなく、便利です。 

 

●今回のテーは大変参考になりました。他施設さんの状況も聞けたので、スタッフからも他施設

見学などがでいたらと意見もいただきました。色々疑問が出てくると確認できるところがあると非

常にありがたいです。 ここに書き込んでいいものか「感染対策ガイドブック」の冊子を２冊ほど

いただけると助かります。よろしくお願いいたします。 

 

●感染対策の基本的な部分を中心に教えていただきましたが、個人的にはもう少し眼科の特徴

など踏まえた具体的内容だと良かったと思いました。 

 


